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The purpose of this research is to clarify the relationship between brick size and 
masonry technology. In Japan, several types of bricks were distributed, but it has not been 
clarified how the shape difference had affected the masonry technology. 
In this research, we analyzed the relation between transition of brick size and the masonry 
technology in Gunma prefecture, where brick buildings built from the early Meiji period 
through the Showa period still exist. 
This study is investigating various types of buildings such as architecture, civil engineering 
structures, and other structures. Therefore, it is also possible to understand regional 
features of the surveyed sites. 
In conclusion, the brick buildings in Gunma prefecture did not change the masonry method 
according to the dimensions of the bricks, but it was found they were constructed adjusting 
the joint thickness. There is a high possibility that the masonry method could be selected 
without being influenced by the brick size. 






































































 本調査では，以下の 3 点が重要な分析項目になる． 
① 煉瓦寸法  ：煉瓦の長手(長さ），小口(幅)，厚さ 
② 組積基準寸法：煉瓦を組積する際に基準とした寸法 
③ 建設年   ：建造物が竣工した年 







































11/12 市，7/15 町，1/8 村であった．地域別にみると以
下の通りである． 
・北毛：1/2 市，3/6 町，0/6 村 
・西毛：4/4 市，2/3 町，1/2 村 
・東毛：4/4 市，1/5 町 









解体および所在不明建造物の建設年を Table 2 に示す．









































































た煉瓦形状は以下の 5 点である． 
① 東京形(T)  ：長手 227，小口 109，厚さ 61（mm） 
② 並形(N)   ：長手 224，小口 106，厚さ 53（mm） 
③ 山陽新形(SS)：長手 218，小口 105，厚さ 52（mm） 
④ 作業局形(SG)：長手 227，小口 109，厚さ 56（mm） 
⑤ 山陽形(S)  ：長手 227，小口 107，厚さ 70（mm） 






瓦造建造物は 30 件ある．このうちの 18 件は，安中市の
旧碓氷峠鉄道施設の隧道および橋梁であり，国内でも有
数の煉瓦使用枚数を誇る施設である．使用されている煉






施設建設前後で，それぞれ 1 件ずつある．1890 年に建
設された米庄商店の煉瓦倉庫は，長手 227，小口 111，
厚さ 59(mm)であり，1893 年に建設された大野屋煉瓦倉









長手 217，218，小口 105，厚さ 56（mm）と煉瓦寸法
に違いが見られた．また，日本煉瓦製造株式会社で製造
された煉瓦が使用されている上毛倉庫（株）表町営業所
















が始まった明治 35 年から大正 4 年までの 14 年間で，大
Table ２ The number of existing and demolition 










1872 4 1890 1 1907 2 1919 2
1873 3 1891 1 1909 1 1920 2 1
1885 1 1892 19 1910 2 1
1888 1 1893 1 1 1911 2
計 9 0 1894 1 1912 12 4 1921 2 1
1895 2 1922 1 2
-1898 6 -1922 1
1900 1
1903 1 2
計 30 6 -1913 1 2 1923 1
1914 2 1 1924 1 3
1915 1 1 1925 1
1916 3 1 -1925 1
1917 1 1 1926 4 1




















































































 建設年が不明な煉瓦造建造物は 23 件あり，東京形と
一致する煉瓦は 11 件あった．さらに詳細に寸法を見る







・東京形   ： 30 
・並形    ：  1 
・山陽新形  ：  3 
・作業局形  ： 13 
・山陽形   ：  0 











は 35 件あり，そのうちの 9 件が東京形の煉瓦であった．
東京形の煉瓦が使用されていない建造物の中には，旧碓

















・3 段 7 寸 (212mm)：1 段分 71mm，基準厚 62mm 




・5 段 11 寸(333mm)：1 段分 67mm，基準厚 58mm 




使用されている煉瓦の厚さおよび煉瓦形状を Table 3 に
示す． 
 
 最初に，3 段 7 寸で組積された建造物は，中之条町の
（株）光山倉庫平屋倉庫の 1 件のみであり，使用されて
いる煉瓦は日本煉瓦製造製のものである．煉瓦寸法は，
長手 229，小口 115，厚さ 62（mm）と基準厚と一致す
る煉瓦が用いられていた． 
 次に，4 段 9 寸で組積された建造物は 20 件あり，使用
されている煉瓦の厚さは 56〜60mm までの幅があった．
最も薄い煉瓦が使用されている南牧村の農協倉庫の場合，
4 段 9 寸の基準厚 59mm に 3mm 足りないため，目地の
厚さを 9mm から 12mm にする必要があった．また，4
段 9 寸で組積されている建造物に使用されている東京形
煉瓦は 9 件，作業局形煉瓦は 2 件であった．東京形の基
準寸法は厚さが 61mm であるが，4 段 9 寸の基準厚さと
比べると 2mm ほど厚い．実際に 4 段 9 寸で組積された
建造物に使用されている東京形の煉瓦は，厚さ 59mm が
5 件，58mm，60mm がそれぞれ 2 件であり，東京形の
基準寸法よりも薄い煉瓦のみが使用されていた．一方，
作業局形の基準寸法の厚さは 56mm であるが，4 段 9 寸
で使用されている作業局形の煉瓦は 57mm と基準寸法
よりも厚い煉瓦が使用されていた． 
 続いて，5 段 11 寸で組積された建造物は 13 件あり，
4 段 9 寸に次いで多い件数である．使用されている煉瓦
の厚さは 56〜59mm までの幅があった．使用されている
煉瓦は，東京形 5 件，作業局形 1 件，日本標準規格が 1
件であった．5 段 11 寸基準厚は 58mm であるが，59mm
の煉瓦を使用している建造物が約半数の 6 件あり，目地
の厚みを減らしながら組積されていた．また，厚さが













 組積基準寸法と建設年代ごとの件数を Table 4 に示す．
建設年の区分は，3 章の煉瓦寸法の変遷を参照した． 
 
 1888 年以前は，全ての組積基準寸法で 0 件であった．
1889〜1903 年の間では，4 段 9 寸 3 件と 5 段 11 寸 2 件
の建造物を確認した．まず 4 段 9 寸では，1893 年に建
設された安中市の大野屋煉瓦塀，5 段 11 寸では，1890
年に建設された安中市の米庄商店が古い．1904 年以降，
3 段 7 寸，6 段 13 寸が見られるようになるが，僅かであ
る．1919 年以降，4 段 9 寸の建造物は増加しているが，
5 段 11 寸の建造物は半減している．限られた件数での比
較になるが，東京形などの煉瓦形状に該当しない独自の















すれば，3 段 7 寸もしくは 4 段 9 寸で組積されているも
のだと考えられる．さらに，3 段 7 寸よりも 4 段 9 寸の
方が，効率的に組積できるため普及していたはずである．
しかし，本県では 4 段 9 寸で組積された建造物が最も多
かったものの，次に多かった組積基準寸法は 5 段 11 寸
であり，予想が外れる結果となった．その要因としては，
本県で使用されている東京形と一致した煉瓦の多くが基
Table ３ Association table of brick masonry 
module and brick height 
Table ４ Association table of brick masonry. 
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